
平成２４年度一般会計当初予算説明資料 

２款  総務費 

  ４項  市町村振興費       中山間振興・定住促進課→事業実施：とっとり暮らし支援課（内線：７１２９） 

  ２目  自治振興費                                 （単位：千円） 

財   源   内   訳  
事 業 名 

 
本年度 

 
前年度 

 
比較 国庫支出金 起債 その他 一般財源 

 
備考 

中山間地域づくりサポー
ト体制構築事業 

 (21,439) 
  21,439 

(15,940) 
  5,330 

 (5,499) 
 16,109 

 
 
 

 
 
 

(基金繰入金) 
    21,364 
(雑入)   75 

 
 
 

 
 
 

 トータルコスト  37,531千円（前年度22,105千円）［正職員：2.0人］ 

 主な業務内容  サポートセンター事務局の運営、集落等への専門的支援、研修の実施等 

工程表の政策目標(指標)  多様な主体が連携した中山間地域振興の推進 
事業内容の説明                          ※上段（ ）は商工労働部の緊急雇用創出事業計上分を含む額 

【「とっとり支え愛基金」充当事業】 

１ 事業の目的・概要 
   集落、地域運営組織等が直面する課題の解決や地域づくりの取組の支援を行うため、大学等の人材を活用し
て話合い等集落活動への参画・助言、研修等を行うなど中山間地域づくりのサポート体制を構築する。 

２ 主な事業内容 
項  目 事業費(千円) 事業内容 

[新規]地域支援サポー
ターの配置 

14,357 
 
 

各総合事務所に地域支援サポーター(県版集落支援員)を配置し、
環境大学等の教授等と連携して集落等（モデル地区）に対し、き
め細かな支援を実施。市町村による集落支援員の積極的な登用に
繋げる。 

[新規]高等教育機関に
よる支援 

2,142 
 

環境大学等の教授等を集落、地域運営組織等に派遣し、地域づく
りに向けた話合いに参加。専門的な見地から課題解決に繋がる助
言等を継続的に実施。 

[新規]地域支援ｱﾄﾞﾊﾞｲ
ｻﾞｰの配置 

2,808 
 

当課に地域支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰを配置し環境大学、鳥取大学等と連携
した集落等に対するサポート体制の構築、強化等の役割を担う。 

中
山
間
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築 

[拡充]研修体系の充実 
 
 

732 
 
 
 

中山間地域のリーダーとして活躍が期待される者を対象に、地域
運営や課題解決の手法等について学ぶ研修や、環境大学の教授等
による専門的な研修、集落支援員間の意見交換等を実施するなど
研修体系の充実を図る。 

[拡充]各地区中山間地域振
興協議会の設置 

1,400 
 

各総合事務所に協議会を設置し、各地区独自の地域課題解決に向
けた課題の把握、研究・検証、施策提案等を行う。 

 

計 21,439  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参考[中山間地域へのサポート体制のネットワークイメージ] 

 
教授 
現 TORC 研究員 
学生 

 
地域支援サポーターの配置 
 (各総合事務所に各１名) 
  ・地域課題の掘り起こし 
  ・集落等の話合いの促進 
  ・相談対応 

・行政情報の提供 等 

 
地域支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(1 名)の配置 
 ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ体制の構築、強化 
  ・各機関との連絡調整 
 ・研修計画の構築 

・情報発信 等 

 
鳥取大学 
鳥取短大 
米子高専 等 

集落・地域運営組織等 

◇教授等の派遣 
・話合いへの参加 
・専門的助言 
◇専門研修の実施 

県 

鳥取環境大学 
高等教育機関 

各総合事務所 中山間振興・定住促進課 

◇地域支援ｻﾎﾟｰﾀｰの関与 
・集落等の話合いの促進 
・相談対応 

◇研修の実施 
中山間ｻﾎﾟｰﾄ体制の構築 

◇支援要請 

◇教授等の派遣 
・話合いへの参加 
・専門的助言 

 


